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令和３年度 上越市青少年健全育成センター運営協議会委員名簿 

 

  

                             

№ 氏    名 推薦機関・団体名（役職等） 備考 

1 小 林 秀 智 上越市小学校長会（浦川原小学校長）  

2 山 田   稔 上越市中学校長会（潮陵中学校長）  

3 伊 藤 大 助 上越地区高等学校長協会（高田農業高等学校長）  

4 井 部 佐惠子 上越市民生委員・児童委員協議会連合会（民生委員・児童委員）  

5 関 川 正 樹 上越地区保護司会（事務局長）  

6 山 本 克 志 上越警察署（生活安全課長）  

7 阿 部 利 夫 上越市町内会長連絡協議会（会長）  

8 小 林   榮 上越市地域青少年育成会議協議会（会長） 会 長 

9 小 山 貞 榮 上越市子ども会連合会（会長）  

10 古 川 美也子 上越市小中学校ＰＴＡ連絡協議会（事務局）  

11 本 間 久美子 上越市青少年健全育成委員協議会（副会長） 副会長 

12 鈴 木 真理子 上越市立教育センター（スクールソーシャルワーカー）  

13 大 堀 み き 公募委員  

14 吉 岡 智 宣 公募委員  

   委員任期：令和２年６月１日から令和４年５月３１日まで 
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１ 開  会 

         

 

２ 会長あいさつ 

 

 

３ 議  事 

   （１）青少年健全育成センター事業の進捗状況（４月～９月） 

 

 

 

   （２）若者支援事業の進捗状況 

 

 

 

 （３）情報交換 

 

 

 

   （４）その他 

 

 

 

４ その他 

         

 

 

５ 閉  会 
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１ 令和3年度運営方針、活動事業計画     Ｐ１～２ 

 

２ 街頭指導の実施状況（４～9月）      Ｐ３～５ 

 

３ 特別街頭指導の実施状況          Ｐ６ 

 

４ PTA一日街頭指導の実施状況        Ｐ７ 

 

５ 育成委員協議会研修会            Ｐ８ 

 

６ 環境浄化活動                Ｐ８ 

 

７ 健全育成活動（社会を明るくする運動）   Ｐ９ 

 

８ 若者育成支援事業             Ｐ1０～１３ 
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令和３年度 上越市青少年健全育成センター運営方針、活動事業計画 

 

１ 運 営 方 針 

(１) 青少年の健全育成のため、関係機関との情報共有及び連絡・調整を密にする。 

(２) 青少年の非行、犯罪及び被害防止のため、声かけを中心に街頭指導活動の充実に努める。 

(３) 困難を抱える若者育成支援のため、関係機関と連携して自立支援に向けた取組を推進する。 

(４) 複雑且つ低年齢化する少年非行から子どもたちを守る一助として、環境浄化活動の推進に努め

る。 

(５) 青少年の健全育成に対する市民の関心や意識を高めるため、広報活動の充実に努める。 

(６) 各地域青少年育成会議の自主的な取組を促し、活動の支援に努める。 

 

２ 具 体 的 な 実 施 事 項 

(１) 関係機関・団体との連携の強化 

 ○ 小・中・高等学校・特別支援学校・警察連絡協議会との連携 

 ○ 上越警察署、上越少年サポートセンター、上越少年警察ボランティアとの連携 

○ 県福祉保健部児童家庭課及び県内各青少年育成センターとの連携  

 ○ 青少年健全育成関係機関・団体との連携及び協働活動の推進 

 ○ 保護司会と連携した“社会を明るくする運動”上越市推進委員会事業の推進 

 ○  地域青少年育成会議の活動推進のための支援 

 (２) 街頭指導活動の充実（55人体制へ移行） 

○ 継続的な街頭指導の実施及び青パトを活用した巡回指導の充実 

 ・55名、１２班での重点的街頭指導の実施  ・月２回の青パト巡回指導の実施 

○ 警察署、少年警察ボランティア、高校と連携した特別街頭指導の実施（７月、１０月） 

 ・上越市防犯の日に合わせて南高田駅周辺と高田駅周辺で実施 

  ○ ＰＴＡ一日街頭指導の実施（８月・９月） 

  ○ 育成委員の資質向上を図るための研修の実施 

第１回  全員研修【4月２１日（水）】 教育プラザ大会議室 1４：４０～  

講話１：「上越市における青少年の現状と課題」講師：上越警察署生活安全課長 

講話２：「街頭指導の心得と実践」   講師：上越少年サポートセンター所長 

     （青パト研修）【5月１３日（木）】 講師：市民安全課担当係長 15：00～  

     （県民大会） 【７月１７日（土）】→中止 

第２回 全員研修【８月２７日（金）】 教育プラザ大会議室 10：00～12：00→中止 

    講話 子どもへの虐待の状況について 

講師 上越市すこやかなくらし包括支援センター 長澤 由美 様 

第3回  全員研修【１０月２６日（火）】10：00～12：00→9:00～11:00に変更 

    講話 子どもの安全・安心～Capプログラム～」 

    講師 Cap上越支部 様 

  ○ 育成委員の車輛に「子ども安全パトロール中」のマグネットシート着用を依頼し、「ながらパ

トロール」を実施 

(３) 若者育成支援事業の推進 

 ○ 若者相談「若者ほっとライン」の周知徹底【継続】 

   ・市ホームページの更新、市施設へのチラシの配置 

   ・中学３年生へのチラシの配布、高等学校への配置と関係生徒への配付 

○ 若者の居場所（Fit）の開設と対応の充実【拡充】 

・場所：教育プラザ内 

・時間：月～金曜日 午前９時～午後５時（土・日曜日・祝日及び年末年始休日を除く） 

１ 運営方針、活動事業計画 
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・内容：若者の自立支援活動、相談、対応等の実施 

＊NPO法人えちご若者元気塾と連携し、希望者は「北出丸」での活動にも参加 

  ○ 「上越市親の会」の開催【継続】 

    ・年６回開設（５月・７月・９月・１１月・１月・３月）  

    ・場所：教育プラザ 大会議室 

○ 若者育成支援進路研修（義務教育終了後の進路を考える）【継続】 

・期日：令和３年８月１日（日）午後1時３０分～３時30分 

・会場：教育プラザ 大会議室 

・対象：中学校３年生及び保護者、中学校教職員他 

・講師：青少年健全育成センター 所長→今年度なし 

・参加学校：通信制学校等８ケ校程度 →４校          

  ○ 若者支援者研修の開設（５講座）【継続】 

   ・目 的  若者支援関係機関及び民間支援団体や希望する市民から参加してもらい、若者 

支援についての資質、能力の向上を図る。 

             将来、若者育成支援活動を支える人材を育成するための学びの場とする。 

   ・対 象  若者支援関係機関及び民間支援団体関係者、関心のある市民 

・会 場  教育プラザ 研修棟 大会議室 40名程度         

・内 容 ①  ８ 月２１日（土）支援の体制づくり        相談支援センターやまびこ   中屋万里子 

② ９ 月２５日（土）ひきこもりと家族            こころのクリニックウイズ       後藤 雅博 

③ 10 月３０日（土）訪問支援・相談の入り口 パーソナル・サポートセンター  蛯原   勝 

④ 1１月２８日（日）大人の発達障害         上越カウンセリングルーム       中井 良和 

⑤ 12月18日（土）就労支援の実際       さくらの園障がい者支援室       樺澤 聡子  

 (４) 環境浄化活動の実施 

  ○ 地域青少年育成会議に依頼し「青少年を取り巻く社会環境の実態調査」を実施→中止  

  ○ 有害図書類販売店、有害図書類等自動販売機等の立入調査の実施と指導 

  ○ 有害図書類等自動販売機撤去の継続的な取組の実施 

(５) 広報活動の充実 

 ○ 「青少年健全育成のあゆみ」の作成・配布（４月予定） 

 ○ 「青少年健全育成委員協議会だより」の発行（６・10・２月予定） 

 ○ 「青少年健全育成センターだより『愛育』」の発行（７・１２・３月予定） 

○ 広報上越及び市ホームページ、報道機関での情報提供（随時） 

 (６) 地域青少年育成会議活動推進のための支援 

  ○ コーディネーター委員会の活動支援 

  ○ 地域青少年まちづくりワークショップ等の活動支援 

 

３ その他 

○ 若者の居場所（Fit）を中核とする若者育成支援事業を重点的に推進する。 
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令和3年度  ４月・５月の街頭指導結果   （ ）は昨年度実績 

 ４  月 ５  月 

１ 
出動回数 

高田地区  7 （ 2） 高田地区  7 （ 2） 

直江津地区  7 （ 2） 直江津地区  7 （ 2） 

合計 14 （ 4） 合計 14 （ 4） 

２ 
出動延人数 

高田地区 28  （ 6） 高田地区 26 （ 6） 

直江津地区 27  （ 6） 直江津地区 25 （ 6） 

合計 55 （12） 合計 51 （12） 

３ 
注意･指導をし
た延人数 

幼 児  5 （ 0） 幼 児 2 （ 0） 

小学生 12 （ 0） 小学生 6 （ 0） 

中学生  4 （ 0） 中学生 7 （ 0） 

高校生 12 （ 1） 高校生  24 （ 5） 

計 33 （ 1） 計  39 （ 5） 

４ 主な内容 高校生 中学生 小学生 幼 児 高校生 中学生 小学生 幼 児 

ジベタリアン 12（1） 0（0） 0（0） 0（0） 2（5） 0（0） 0（0） 0（0） 

ゲーム機遊び  0（0） 4（0） 12（0） 5（0） 12（0） 7（0） 6（0） 2（0） 

カラオケ  0（0） 0（0） 0（0） 0（0） 0（0） 0（0） 0（0） 0（0） 

歩きスマホ   （-）  （-）  （-）  （-） 5（-） 0（-） 0（-） 0（-） 

交通ルール  0（0） 0（0） 0（0） 0（0） 5（0） 0（0） 0（0） 0（0） 

喫 煙  0（0） 0（0） 0（0） 0（0） 0（0） 0（0） 0（0） 0（0） 

その他  0（0） 0（0） 0（0） 0（0） 0（0） 0（0） 0（0） 0（0） 

５  
挨拶・よびかけ
をした延人数 

幼児  40 (    0) 幼児 34 (    0) 

小学生 619 (  245) 小学生 433 (   59) 

中学生 156 (  250) 中学生 246 (   52) 

高校生 337 (   39) 高校生 255 (   36) 

計 1,152  (  534) 計   968 (  147) 

３・５の集計 合計 1,185 (  535) 合計 1,007 (  152) 

 

４  月 ５  月 
 
・親子連れでゲーム、親の見ているところで楽しん
でいた。 

・花見会場のふわふわドームで子どもが30名くら
い遊んでいた。 

・声掛けにさわやかに応答してくれる。中には子ど
もの方から挨拶をしてくれる時もあった。 

・徒歩で帰宅途中の高校生に声掛けをしたが、ちゃ
んと返事をしてくれた。 

・高田駅駐輪場には学生が集団でたむろしていた。
タバコの吸い殻が目立った。ペットボトル等も捨
てられていて、いつもより多かった。 

・駅前ロータリーに女子高校生と男子高校生がジベ
タリアン風に幾人かが見受けられた。 

"      
     
                                        

 
・声がけに対して、元気なあいさつが返ってきた。      
・駅前通りに下校中の中学生が多数歩いていたが、
歩きスマホの姿はほとんど見かけなかった。自転
車通学の子もルールを守っていた。 

・自転車で、右側通行している高校生に、左側通行
するように声をかけた。車のかげから、自転車が
出て来て、ヒヤッとした。 

・雅子妃の森公園東屋のベンチ下付近にたばこの吸
殻が５本散乱していたので回収した。                             

・市営駐輪場屋上にたばこの吸殻が目立った（約
20本位）。ペットボトルも6本程散乱してい
た。高田駅横のラーメン店裏側に有職少年と高校
女子と思われる集団が約10名位たむろしてい
た。 

・原付バイクが３，４台、日中に騒音を出して集ま
ってきていると、春日山駅で情報を得た。 

２ 街頭指導の実施状況 
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令和3年度  ６月・７月の街頭指導結果   （ ）は昨年度実績 

 ６  月 ７  月 

１ 
出動回数 

高田地区  6 （ 2） 高田地区  7 （  7） 

直江津地区  7 （ 2） 直江津地区  7 （ 10） 

合計 13 （ 4） 合計 14 （ 14） 

２ 
出動延人数 

高田地区 23 （ 6） 高田地区 27 （ 27） 

直江津地区 26 （ 6） 直江津地区 29 （ 24） 

合計 49 （12） 合計 56 （51） 

３ 
注意･指導をし
た延人数 

幼 児  0 （ 0） 幼 児  3 （20） 

小学生  0 （ 0） 小学生  4 （15） 

中学生  0 （ 0） 中学生 16 （23） 

高校生 21 （ 3） 高校生  23 （ 8） 

計 21 （ 3） 計  46 （ 66） 

４ 主な内容 高校生 中学生 小学生 幼 児 高校生 中学生 小学生 幼 児 

ジベタリアン 16（3） 0（0） 0（0） 0（0）  6（8） 0（0） 0（0） 0（0） 

ゲーム機遊び  0（0） 0（0） 0（0） 0（0） 0（0） 0（23） 4（15） 3（20） 

カラオケ  2（0） 0（0） 0（0） 0（0） 2（0） 0（0） 0（0） 0（0） 

歩きスマホ  0（-） 0（-） 0（-） 0（-） 10（-） 5（-） 0（-） 0（-） 

交通ルール  0（0） 0（0） 0（0） 0（0） 5（0） 11（0） 0（0） 0（0） 

喫 煙  3（0） 0（0） 0（0） 0（0） 0（0） 0（0） 0（0） 0（0） 

その他  0（0） 0（0） 0（0） 0（0） 0（0） 0（0） 0（0） 0（0） 

５  
挨拶・よびかけ
をした延人数 

幼児  30 (   25) 幼児 11 (   17) 

小学生 781 (  591) 小学生 583 (  616) 

中学生 430 (  420) 中学生 253 (  201) 

高校生 209 (  108) 高校生 440 (  303) 

計 1,450 ( 1,144) 計 1,287 (1,137) 

３・５の集計 合計 1,471 (1,147) 合計 1,333 (1,203) 

 

６  月 ７  月 
 
・よびかけに明るく素直に返事を返してくれた。（4） 
・飯～門田新田線の道路下に子どもがたむろしていた。 
・高田駅横の立体駐車場エレベータから高校生男子３人
が出てくる。エレベータ内はたばこのにおいが充満。
屋上、3階エレベータ前には吸殻が多数。 

・立体駐車場１階北側、原付バイク数台に高校生が集ま
る。 

・駅前に６人くらいのグループ（高校生）がいて、髪も
染めていた。 

・本日駅前のジベタリアンが目立つ。（高田駅） 
・駅前のジベタリアンと話をしたが素直に返事を返す。 
・駅員から奇声を発したマナーの悪い高校生がいるとの
指摘を受けた。（春日山駅） 

・ゲームセンターは親子づれ（幼児）が目立った。 
・道路で行きかう中高生が多かった。店の方からの苦情
や変わった事などなし。 

                 

 
・明るく元気によびかけに返答してくれた。（５） 
・立体駐車場の通路にて５人（男子２、女子３）がた
むろし、寝転がったり化粧をしたりしていたので注
意、声がけした。 

・春日中生徒自転車二人乗りを注意した。素直に従っ
た。 

・お宝市場に中高生が何人かいた。 
・猛暑の中、高校生が自転車で雁木の中を走る姿が目
立った。マスクを外す高校生がいた。 

・マルKバス待合室にも数人女子高生がいたが、皆静
かに携帯を見ているだけの様に見えた。 

・親子連れが２０組以上見られた（ドン・キホーテ、
ゲームコーナー）。 

・たばこの吸い殻、ごみが多く捨てられていた（回
収）。春日山町２丁目公園（雅子妃の森）、東屋内に
サワー缶複数個捨てられていた。春日山町３丁目公
園にもサワー類の缶捨てられていた（回収）。 

・高校生歩きスマホ者複数人あり、指導実施（声か
け）。 

・ゲームセンターでは親子で行動している人がほとん
どだった。 
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令和3年度  ８月・９月の街頭指導結果   （ ）は昨年度実績 

 

 ８  月 ９  月 

１ 
出動回数 

高田地区 10 （10） 高田地区 10 （10） 

直江津地区 10 （10） 直江津地区 10 （10） 

合計 20 （20） 合計 20 （20） 

２ 
出動延人数 

高田地区 38 （40） 高田地区 33 （33） 

直江津地区 39 （37） 直江津地区 40 （35） 

合計 77 （77） 合計 73 （68） 

３ 
注意･指導をし
た延人数 

幼 児  0 （ 7） 幼 児  3 （ 0） 

小学生 19 （ 9） 小学生 16 （10） 

中学生 22 （30） 中学生 26 （ 2） 

高校生 54 （15） 高校生  71 （12） 

計 95 （61） 計 116 （24） 

４ 主な内容 高校生 中学生 小学生 幼 児 高校生 中学生 小学生 幼 児 

ジベタリアン 5（12） 0（0） 0（0） 0（0） 18（8） 0（0） 0（0） 0（0） 

ゲーム機遊び 37（0） 18（30） 19（9） 0（7） 0（0） 6（0） 16（10） 3（0） 

カラオケ  8（0） 0（0） 0（0） 0（0） 0（0） 0（0） 0（0） 0（0） 

歩きスマホ  2（-） 0（-） 0（-） 0（-） 23（-） 0（-） 0（-） 0（-） 

交通ルール  2（3） 4（0） 0（0） 0（0） 30（0） 20（0） 0（0） 0（0） 

喫 煙  3（0） 0（0） 0（0） 0（0） 0（0） 0（0） 0（0） 0（0） 

その他  0（0） 0（0） 0（0） 0（0） 0（0） 0（0） 0（0） 0（0） 

５  
挨拶・よびかけ
をした延人数 

幼児  38 (   45) 幼児 55 (   26) 

小学生  91  (  160) 小学生 742 (  287) 

中学生  94 (  152) 中学生 453 (  334) 

高校生 165 (  329) 高校生 593 (  333) 

計 388 (  686) 計 1,843 (  980) 

３・５の集計 合計   483 (  747) 合計 1,959 (1,004) 

 

８  月 ９  月 

 
・子どもたちは、会釈したり、手で返答してくれた
り、挨拶を返してくれた（４）。暑かった（６）。   

・ゲームセンターでは、あいかわらず親子連れと中高
校生がゲームを楽しんでいる姿が見られた。 

・暑い中での巡回であったが、コロナ関係かわからな
いが子どもたちが少なく感じた。ただ、マスクをし
ていない子が多くいた為、注意指導した。 

・今日から高校生が二学期に入った様で、何人か自転
車に乗りながらスマホ操作している子がいて注意し
た。マスクをしていない子も目立った。声掛け、注
意した。小学生、中学生はほとんど見かけなかっ
た。高田駅横の駐輪場のゴミについて収集してほし
いとの訴えがあった。 

・高田駅駐車場はタバコの吸いがらが多く落ちていた
（５０本位ひろった）。 

・ゴミの散乱（マスク、吸いがら、缶等）が多く、規
範意識の啓発が求められる。春日山駅前には原付バ
イクが一台走り回っていて、女子中学生たちが関心
を示していた。 

・自転車の右側通行を放送で呼び掛けると気にしてい
た。お宝市場ではたまに商品が盗まれることがある
と聞いた。 

 
・声がけをすると、気持ちのいい挨拶が返ってきた（８）。 

・横になっての自転車走行を注意した。高田駅立体駐車場の

屋上に５～６人いて、タバコ、ペットボトルが散乱してい

た。警察官２名が見回りをしていた。駅前にジベタリアン

が大勢いた。飲み物のゴミが散乱していた。高田駅の駐輪

場のゴミ箱はゴミがあふれるようだった。 

・高田駅立体駐車場屋上で男子高校生３人寝ころんでスマホ

をしていた。高田駅前では警察官２人が高校生に声かけを

していた（教員２人も）。駅前のジベタリアン（高校生）が

目立った。 

・謙信交流館に高校生８人位いたが静かに勉強していた。 

・公園で幼児連れの親子多く見られた。高校生の自転車乗

り、右側通行を注意した。ジベタリアン高校生３人に注意

した。春日山町公園のトイレ壁に一部こげ跡があった。 

・コロナ禍で天気が悪いせいか子どもたちの姿があまり見ら

れなかった（３）が、屋内施設では親子連れや子供の姿が

目立った。 

・お宝市場に小・中・高校生の姿は見られなかった。高田駅

立体駐車場にはいつも少年たちがたむろしている。 
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 第 1 回 第 2 回 

日 時 

 

令和３年7月９日（金） 

15：30～17：30 

 令和３年10月８日（金） 

 15：30～17：30 

場 所 ・トキめき鉄道南高田駅周辺 ・トキめき鉄道高田駅周辺 

 

参加団体 

 

・上越地区少年警察ボランティア 

・上越警察署生活安全課 

・青少年健全育成委員 

・青少年健全育成センター 

（協力をお願いする学校・各校1名） 

・高田南城高校 

・高田商業高校 

・高田農業高 

・関根学園高校 

 

・上越地区少年警察ボランティア 

・上越少年サポートセンター 

・上越警察署生活安全課 

・青少年健全育成委員 

・青少年健全育成センター 

（協力をお願いする学校・各校1名） 

・高田高校 

・高田北城高校 

・上越総合技術高校 

・上越高校 

・直江津中等教育学校 

集合場所 ・南高田駅前 ・高田駅（駅前交番付近） 

 

指導内容 

 

・南高田駅の利用状況、マナー 

・自転車乗り 

・南高田駅周辺の街頭指導 

・その他 状況判断し指導 

・高田駅の利用状況 

・自転車乗り 

・高田駅周辺の街頭指導 

・その他 状況判断し指導 

※ 感染拡大防止のため、従来の啓発用チラシ付きティッシュの配布は行わず、指導・呼びかけのみ実施。 

第１回特別街頭指導の様子：「育成委員協議会だより」より 

  
７月９日（金）、「上越防犯の日」に合わせて南高田駅周辺で第１回特別街頭指導を実施し

ました。育成委員と少年警察ボランティア、上越警察署生活安全課、市内高校４校教員の皆

さん、合わせて１７名で、南高田駅を利用する高校生を中心に声掛けを行いました。駅の利
用状況に特に問題は見られませんでした。また、挨拶の声掛けに返事を返すなど、全体とし
てのマナーのよい生徒の姿が多く見られました。当日、７限まである高校が一校あり、指導
時間の終わりごろになって、やっと生徒の姿が見られました。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

３ 特別街頭指導の実施状況 

南高田駅前での指導・声掛け 実施後情報交換 
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（１） 実施期間      令和３年８月１日～９月３０日 

（２） 実施日・参加人数    

８  月  ９  月 

日 曜 コース 参加PTA 
参加者数  

日 曜 コース 参加PTA 
参加者数 

PTA 委員 計  PTA 委員 計 

３ 火 E 谷浜小 

直江津南小

名立中 

1 

1 

1 

4 ７  ７ 火 A 高士小 

高田西小 

1 

2 

４ ７ 

 

７ 火 E 南川小 1 ４ ５ 

5 木 B 城北中 

豊原小 

東本町小 

1 

1 

1 

３ ６  11 土 F 諏訪小 1 ４ ５ 

18 土 C 附属小 

八千蒲中 

1  

1 

２ ４ 

６ 金 B 板倉中 1 ５ ６  ２２ 水 D 中郷中 1 ４ ５ 

６ 金 D 春日小 

牧中 

1 

1 

４ ６  合  計 35 67 102 

    

７ 土 C 清里中 1 ３ ４  

７ 土 G 春日新田小

明治小 

1 

1 

４ ６  

   

11 水 E 潮陵中 

保倉小 

北諏訪小 

1 

1 

1 

３ ６  

 

 

１６ 月 A 三郷小 

三和中 

大和小 

1 

1 

1 

４ ７  

 

 

20 金 E 安塚中 

直江津小 

1 

1 

5 7  

 

２１ 土 C 高志小 3 ２ ５  

２１ 土 F 八千浦小 1 4 ５   

２５ 水 E 国府小 ２ ４ 6   

３０ 月 A 和田小 1 ４ ５   

 

（３） 参加者の感想など（ＰＴＡ一日街頭指導記録票より一部抜粋） 

・暑さとコロナ禍で街中に出ている子どもは少なかったが、挨拶を返してくれた。 

・立体駐車場にタバコの吸い殻が落ちていた。直接声を掛けたり、歩いて見て回ることにより、犯罪を

未然に防いだり、安全を守ってくれている大切な活動だと感じた。 

・ゲームセンターは、子どもたちだけで遊んでいるのでなく、親子連れが多かった。 

・育成委員の方々が日ごろから街頭指導されていることを知った。感謝したい。 

・暑い日だった。歩いて巡回するので、安全のため中止も考えてよいのではないか。 

 

 

 

 

 

 

４ PTA一日街頭指導の実施状況 

（表中の「委員」は青少年健全育成委員） 
 
 
 
 
＜街頭指導コース＞ 
Ａ：高田駅周辺、立体駐駐輪場、本町通りなど 
Ｂ：お宝市場、ほてい屋交差点など 
Ｃ：ウイングマーケット周辺、ドン・キホーテなど 
D：春日山駅、謙信公広場、快活CLUBなどなど 
E：直江津駅周辺、直江津ショッピングセンターなど 
F：ゼビオスポーツ、パチンコ店、地下道など 
G :イオン周辺、蔦屋書店、アピナ上越店など 

 
 
＜参加ＰＴＡ＞ 

 ・小学校  2１校 
・中学校  1０校 

計   ３１校 
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第１回研修会  

１ 日時：令和３年４月２１日（水）１4:４０～  ２ 会場：教育プラザ研修室 

３ 内容 講話１：「上越市における青少年の現状と課題」講師：上越警察署生活安全課 山本課長 

講話２：「街頭指導の心得と実践」    講師：上越少年サポートセンター 金子所長 

第２回研修会  

（次の内容で準備したが、新型コロナウイルスの感染が拡大している状況を踏まえ、開催を中止） 

１ 日 時   令和３年８月２７日（金） １０:００～１２:００ 

２ 会 場   教育プラザ 研修棟３階 大会議室 

３ 参加者   育成委員３３名 

４ 内 容 

(1) テーマ： 子どもへの虐待の状況について 

 (2) 講 師： 上越市すこやかなくらし包括支援センター  保健師長 長澤 由美 様 

(3) 講話概要 

① 上越市における児童虐待の現状 

② 児童虐待の対応について 

 

 

 

１ 社会環境実態調査→中止 

２ 立入調査 

令和３年９月２９日（水）（図書類自動販売機 ３台） 
 

県青少年健全育成条例に基づく立ち入り調査を上記の内容で行った。現地にて全販売物品を調べ条例 

  に対する違反がないことを確認した。また、販売所やその周辺の整理状況、「１８歳未満立ち入禁止」表 

示などについても確認したが、全般によく整備されていた。 

調査後、上越警察署生活安全課係長から設置業者に対して、引き続き条例を遵守するとともに定期的 

に販売所を点検するとともに、環境整備に努めることなどについて指導があった。 

今後実施予定（図書類自動販売機 ６台） 

設置業者と今後日程の調整を図り、立入調査を実施する予定である。 

No. 予定時間 店舗名／設置箇所 参加者 

１ 

９：0０から 

９：15まで 

 

有限会社 北陸自販 

上越市三和区下中 1237 番地      

（3台） 

・北陸自販担当者 

・上越警察署生活安全課係長 

・少年サポートセンター職員 

・杉原調査員 

・センター所長、指導員 

No. 店舗名／設置箇所 参加予定者 

１ 
有限会社 セピアコーポレーション 

上越市中郷区二本木2,201番地2 （2台）     

・セピア担当者 

・妙高警察署立入調査員 

・上越警察署立入調査員 

・野澤、牛木各調査員 

・センター所長、指導員 
２ 

有限会社 セピアコーポレーション 

上越市頸城区大谷地132番地1   （4台）     

６ 環境浄化活動 

５ 育成委員協議会研修会 
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第７１回“社会を明るくする運動” 
 上越市青少年健全育成センター曽我、池田は 
社会を明るくする運動の事務局として各活動に 
参加 
  
[ 上越市推進委員会 ] 
・日時 6月2日（水）13:45～14:45 
・会場 上越市教育プラザ大会議室 
・内容 役員体制の確認、事業報告・決算報告、 

事業計画・予算の審議他 
・参加者 34名（育成委員協議会長参加） 
 
[ 宣伝用懸垂幕掲示 ]   
 ・市内3箇所  直江津駅前、市役所木田庁舎 

大手町ひろば（高田郵便局隣） 
                
[ 街頭宣伝活動 ]  
〇 高田地区 
 ・日時 ７月２日（金） 9:30～  

出発式 高田まちかど交流館 

・活動場所  二七の市（大町通り）、上越モール 
イレブンプラザ、イオン 

・参加者 39名 （育成委員5名 ） 
・内容 広告入り抗菌ウェットティッシュの配布 

〇 直江津地区 
・日時 ７月３日（土） 9:30～   

出発式 直江津レインボーセンター 
・活動場所   三八の市、水族博物館 

直江津ショッピングセンター 
・参加者 24名 （育成委員4名参加） 
・内容 広告入り抗菌ウェットティッシュの配布 

 
 
 
 
 
 
 
 

    
  

 

[ その他 ] 
・ポスター掲示など日常の啓発活動を実施 

７ 健全育成活動（社会を明るくする運動） 

推進委員会（6月2日） 

懸垂幕掲示（市役所庁舎） 

出発式（高田・７月２日） 街頭宣伝活動（直江津・７月３日） 
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若者育成支援事業の進捗状況 （４月1日～９月３０日） 

 

１ 若者支援活動の広報（若者の居場所 Fit、相談活動、親の会開催等の周知） 

⑴ ポスターの掲示、チラシの配布，市ホームページへの掲載など 

⑵ 小・中・高等学校との連携・・・校長会等での説明、保護者あての文書の配布など 

 

２ 若者の居場所（Ｆｉｔ）の利用 

⑴ 利用回数  

 回数 実数 

4月 ２０回 ９人 

5月 １５回 ７人 

6月 ２５回 ８人 

7月 ２１回 ７人 

8月 １８回 ８人 

9月 ２１回 ５人 

合計 １２０回  

 

⑶ 内 容   相談、学習支援、交流活動 など 

⑷ 場 所   教育プラザ中会議室 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑸ その他 

教育プラザ中会議室を Fitとして固定して利用できている。昨年度、５月より相談担当の職員が

赴任し、Fitの運営体制が整っている。 

 

３ 相談・面談活動 （Fitを含む）  

⑴ 相談回数  

 回数 人数 

4月 ２６回 １１人 

5月 ２５回 １２人 

6月 ２９回 １０人 

7月 ３１回 １１人 

8月 ２３回 １０人 

9月 ２４回 ６人 

合計 1５８回  

８ 若者育成支援事業 

⑵ 利用者年齢層 

年齢層 男 女 合 計 

１５～１８歳 ０ １ １人 

１９～２５歳 ７ ２ ９人 

２６～３０歳 ３ 0 ３人 

３０歳以上 0 0 0人 

合 計 １０ ３ １３人 

 

（昨年同時期 ５３回、利用者５人） 

 

⑵ 相談対象者年齢層 

年齢層 男 女 合 計 

１５～１８歳 ３ ４ ７人 

１９～２５歳 ８ 2 １０人 

２６～３０歳 3 0 3人 

３1歳以上 0 0 0人 

合 計 １４ ６ ２０人 

 

 （昨年同時期 １０９回、３１人） 
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⑶ 主な相談内容 

相談内容 男 女 合 計 

不登校（傾向） ４ １ ５人 

ひきこもり 5 0 5人 

就 労 ４ ３ ７人 

その他 １ ２ ３人 

合 計 １４ ６ ２０人 

 

 

 

⑷ まとめ 

・Fitは利用回数、利用者数ともに前年度の２倍以上に増加した。 

・Fitを含む全相談件数も前年度より増加している。ただし、相談者は昨年度３１人から、 今年度

２０人と減っている。ことから、一人当たりの回数が増えたことになる。 

・相談年齢層は、昨年度１５～１８歳が６１％と最も多かったが、今年度は３５％に減っている。

一方、昨年度２９％だった１９～２５歳が、今年度５０％と最も多くなっている。 

・相談内容は、「不登校（傾向）」や「ひきこもり」に関するもので半数を占めるが、今年度最も多 

いのは「就労」で、昨年度の１３％から今年度３５％に増加した。これは１９～２５歳の相談年 

齢層が最も多くなったことが要因の一つと考えられる。 

 

４ 「上越市の親の会」の開催 

 不登校やひきこもりなど、子どもへの悩みをもつ親同士が語り合い支え合いながら、問題の解決へとつ

なげようとする活動（平成３０年度５回開催、令和元年度６回開催、令和２年度４回開催：２回中止） 

(1) 第１回親の会 

⓵ 開催日時  令和３年５月１５日（土）13:30～16:00  

⓶ 会場    上越市教育プラザ（大会議室） 

③ 参加者21名（一般参加者13名，ピアサポーター４名，カウンセラー1名，センター職員3名） 

④ 主な内容  グループ懇談（４グループ），個別相談（２人） 

⑤ 主な悩みの内容・・・不登校（傾向）４件，進学３件、発達の問題３件、仲間関係３件、ひきこも

り２件、その他２件など（複数回答） 

 (2) 第2回親の会 

① 開催日時  令和3年７月１１日（日）13:30～16:00  

② 会場    上越市教育プラザ（大会議室） 

③ 参加者18名（一般参加者11名，ピアサポーター3名，カウンセラー1名，センター職員3名） 
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④ 主な内容  グループ懇談（４グループ），個別相談（３人） 

⑤ 主な悩みの内容・・・不登校６件、進学４件、登校しぶり３件、ネット依存２件，発達の問題２件 

就職１件など（複数回答） 

(3) 第３回親の会 

① 開催日時  令和３年９月１１日（土）13:30～16:00  

② 会場    上越市教育プラザ（大会議室） 

③ 参加者1６名（一般参加者７名，ピアサポーター５名，カウンセラー1名，センター職員３名） 

④ 主な内容  グループ懇談（５グループ），個別相談（3人） 

⑤ 主な悩みの内容・・・※今回から統計は取らないこととした。 

（今後の予定） 

第4回 令和３年11月６日（土）， 第5回 令和４年 １月８日（土） 

第6回 令和４年 ３月１２日（土） 

 

５ 若者育成支援進路研修 ～義務教育終了後の進路を考える～ 

様々なニーズがある中で義務教育終了後の進路を考えるために、通信制高校など多様な学びの場

があることを理解するとともに、具体的にどのような学校があるのかを紹介するための研修。 

(1) 開催日時：令和３年８月１日（日） 13:30～15:30 

(2) 会場：上越市教育プラザ 大会議室 

(3) 対象：上越市内中学校3学年保護者，進路問題に悩みを抱える保護者，中学校教職員 他 

(4) 内容： 

① 開会式・研修の趣旨説明   青少年健全育成センター所長 

② 学校紹介（参加校４校）  ・井手塾中央高等学院高校  ・つくば開成学園高校  

                ・第一高等学院高校     ・県立高田南城高校  

 (5) 参加者など 

・参加者５９名（保護者３８名、生徒１７名、教員３名、その他１名） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６ 若者支援者研修 

 

青少年の健全育成や若者の自立支援に必要な知識や技能を身に付け、支援活動に携わる方のスキルアッ

プを目指すための研修。（平成３０年度３講座、令和元年度５講座を実施、令和２年度５講座を実施） 

(1) 研修登録者 

    ５３名  （昨年度は４０名登録） 

(2) 開催研修 （会場は上越市教育プラザ大会議室） 

（時間は13:30～15:30） 

 

研修１ 「支援の体制づくり～関係機関との連携の取り方～ 」 

①  日時：８月２１日（土） 13:30～15:30 

②  講師：相談支援センターやまびこ センター長 中屋万里子 様 

進路研修（参加59名） 各学校の説明 
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③  参加者 ４６名    

④  主な内容   

〇 話の聞き方、話し合いの仕方、基本相談と計画相談 

〇 FITの役割 

○ バイステックの７原則 

（個別化、受容、意図的な感情表出、統制された情緒的関与、 

非審判的態度、自己決定、秘密保持） 

○ ケース会議の仕方と留意点 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

研修２ 「ひきこもりと家族～家族の関係からひきこもりを考える～」 

① 日時：９月２５日（日） 13:30～15:30 

② 講師：こころのクリニックウイズ 院長 後藤 雅博 様 

③ 参加者 ４２名 

④ 主な内容 

  〇 ひきこもりとは  

〇 心理社会的発達とひきこもりが遷延する悪循環 

○ 家族支援から回復へのプロセス 

○ ひきこもりと精神疾患 

○ 関係性の病理について 

○ ウィズの家族相談体制とアウトリーチ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

研修３ 「訪問支援・相談の入り口～大切にしたい相手との関係～」（予定） 

実施日：１０月３０日（土） 講師：パーソナル・サポートセンター      所長  蛯原   勝 様 

研修４ 「大人の発達障害～グレーゾーンとはどのような状態か～ 」（予定） 

実施日：１1月28日（日） 講師：上越カウンセリングルーム      所長 中井 良和 様 

研修５ 「就労支援の実際～相談センターさくらの役割～」（予定） 

実施日：１２月１８日（土）  講師：障害者就業・生活支援センターさくら 所長  樺澤 聡子 様 

 

講師：中屋万里子 様 研修の様子 

講師：後藤雅博 院長 質問に答える後藤院長 


